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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用の回復などが下支えとなって緩やかな景気回復を続け

ましたが、低調な個人消費に加え、英国の欧州連合（EU）離脱問題などに伴う円高の進行や海外経済の減速など

が経済成長を下押しする懸念材料となりました。

　当社グループの中核事業の一つである菓子・食品の市場におきましては、消費マインドが盛り上がりを欠くな

かで、高い原材料コストが企業収益を圧迫して、厳しい事業環境が続きました。

　こうした情勢のもと、当社グループは、商品の安全性確保と品質の向上に引き続き注力するとともに、消費者

の健康志向などにお応えする高付加価値商品の提供ならびに積極的な販売促進活動を推進してまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期と比べて7.1％増の4,787百万円となりました。

営業利益につきましては、原材料費の負担や数理計算上の差異に伴う退職給付費用の一時的な増加などが収益を

圧迫しましたが、売上規模の拡大や事業活動の効率化などに努めましたところ、51百万円となりました。前年同

期は62百万円の営業損失でありました。また、経常利益は、営業利益の改善により前年同期と比べて26.2％増の

299百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、前年同期には特別利益に投資有価

証券売却益122百万円の計上がありましたので、前年同期と比べて12.6％減の246百万円となりました。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

食品事業

当第１四半期連結累計期間におきましては、消費の動向に足踏みが見られますが、主力の菓子部門は精力的な

販売促進活動を展開しましたところ、売上が好調に推移して増収となりました。チョコレート類は、主力ブラン

ドの「アルファベットチョコレート」や新商品の高カカオチョコ「チョコレート週間」などが売上を伸ばして増

収となりました。キャンディ類は自社商品、受託商品ともに売上が伸長して増収となりました。

　粉末飲料部門は、増量キャンペーンなどの販売促進に取り組みましたところ「香り高いミルクココア」や「牛

乳deココア」などの売上が伸びて増収となりました。

　主として九州地区で製造・販売している冷菓部門は、自社商品の売上は増加したものの受託商品が落ち込み減

収となりました。

　そのほか、連結子会社の株式会社エースベーカリーは、売上規模の拡大を目指して販売促進策を積極的に推進

しました結果、主力のバウムクーヘン類やゼリー類がともに売上を大きく伸ばして増収となりました。

　これらの結果、食品事業の売上高は前年同期に比べ8.7％増の4,195百万円となりました。営業利益につきまし

ては、高い原材料コストや販売促進費の負担などが利益の圧迫要因となりましたが売上高の増加により前年同期

に比べ849.3％増の165百万円となりました。

化成品事業

酵素部門につきましては、海外を主な市場としているチーズ用凝乳酵素「レンネット」や脂肪分解酵素「リパ

ーゼ」の売上が、企業間競争の激化や急激な円高の影響などにより減収となりました。

　また、薬品部門につきましては、医薬品、Ｘ線フィルムなどの原料用の「デキストラン」および「デキストラ

ン」の誘導体の売上が伸びて増収となりました。

　これらの結果、化成品事業の売上高は前年同期に比べ3.6％減の522百万円となりました。営業利益につきまし

ては、円高の影響により前年同期に比べ60.2％減の26百万円となりました。

不動産事業

不動産事業につきましては、事務所や駐車場の賃貸契約の増加などにより、売上高は前年同期に比べ0.9％増の

69百万円となりましたが、営業利益は設備の改修工事に伴う償却費の増加などにより前年同期に比べ11.0％減の

23百万円となりました。

決算短信（宝印刷） 2016年08月02日 11時02分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



名糖産業株式会社(2207) 平成29年３月期 第１四半期決算短信

― 3 ―

（２）財政状態に関する説明

　（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ697百万円減少し、9,341百万円となりました。これは、受取手形及び売掛

金が870百万円減少したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ876百万円減少し、40,891百万円となりました。これは、保有する株式の

株価の下落などにより投資有価証券が906百万円減少したことなどによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ1,574百万円減少し、50,232百万円となりました。

　（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ645百万円減少し、4,375百万円となりました。これは、その他に含まれる

未払費用が445百万円減少したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ288百万円減少し、7,826百万円となりました。これは、繰延税金負債が

301百万円減少したことなどによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ934百万円減少し、12,202百万円となりました。

　（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ640百万円減少し、38,030百万円となりました。これは、その他有価証

券評価差額金が613百万円減少したことなどによります。

　また、平成28年５月20日付の４百万株の自己株式の消却を主因として、自己株式（マイナス表示）が7,667百万

円、利益剰余金が7,747百万円それぞれ減少しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第１四半期連結累計期間は、概ね当初の想定した範囲内で推移しております。現時点では通期の連結業績予想

につきまして、平成28年５月13日に公表いたしました数値を修正しておりません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更）

　建物附属設備及び構築物の減価償却方法について、定率法を採用しておりましたが、平成28年度税制改正を機

に減価償却方法の見直しを行い、平成28年４月１日以後に取得したものについて定額法に変更しております。

　これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,710 2,509

受取手形及び売掛金 4,222 3,351

有価証券 702 901

商品及び製品 943 993

仕掛品 446 420

原材料及び貯蔵品 824 999

その他 210 184

貸倒引当金 △22 △18

流動資産合計 10,039 9,341

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,191 4,315

その他（純額） 6,503 6,410

有形固定資産合計 10,695 10,726

無形固定資産 68 70

投資その他の資産

投資有価証券 30,759 29,853

その他 320 313

貸倒引当金 △76 △72

投資その他の資産合計 31,003 30,094

固定資産合計 41,767 40,891

資産合計 51,807 50,232
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,261 2,063

1年内返済予定の長期借入金 174 174

未払法人税等 242 22

返品調整引当金 8 5

その他 2,333 2,109

流動負債合計 5,021 4,375

固定負債

長期借入金 462 418

繰延税金負債 4,571 4,270

役員退職慰労引当金 19 4

退職給付に係る負債 2,838 2,871

その他 223 261

固定負債合計 8,115 7,826

負債合計 13,136 12,202

純資産の部

株主資本

資本金 1,313 1,313

資本剰余金 76 76

利益剰余金 33,149 25,401

自己株式 △8,414 △746

株主資本合計 26,124 26,044

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,656 12,043

退職給付に係る調整累計額 △226 △170

その他の包括利益累計額合計 12,429 11,873

新株予約権 116 112

純資産合計 38,670 38,030

負債純資産合計 51,807 50,232
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 4,471 4,787

売上原価 3,129 3,164

売上総利益 1,341 1,622

販売費及び一般管理費

販売促進費 485 581

給料手当及び賞与 354 345

退職給付費用 40 65

役員退職慰労引当金繰入額 0 0

貸倒引当金繰入額 0 -

減価償却費 14 15

その他 507 563

販売費及び一般管理費合計 1,403 1,571

営業利益又は営業損失（△） △62 51

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 282 297

持分法による投資利益 5 0

その他 17 11

営業外収益合計 308 311

営業外費用

支払利息 4 3

固定資産除売却損 4 20

為替差損 - 40

その他 0 0

営業外費用合計 8 63

経常利益 237 299

特別利益

投資有価証券売却益 122 -

特別利益合計 122 -

税金等調整前四半期純利益 360 299

法人税、住民税及び事業税 43 15

法人税等調整額 34 37

法人税等合計 78 53

四半期純利益 281 246

親会社株主に帰属する四半期純利益 281 246
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 281 246

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,784 △613

退職給付に係る調整額 21 56

その他の包括利益合計 1,805 △556

四半期包括利益 2,087 △310

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,087 △310
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は平成28年５月13日開催の取締役会決議に基づき、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却を実施い

たしました。この結果、当第１四半期連結累計期間において利益剰余金が7,652百万円、自己株式が7,652百万円

減少しております。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）食品事業 化成品事業 不動産事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 3,860 541 69 4,471 ― 4,471

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,860 541 69 4,471 ― 4,471

セグメント利益 17 65 26 109 △172 △62

(注) １ セグメント利益の調整額は、各セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）食品事業 化成品事業 不動産事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 4,195 522 69 4,787 ― 4,787

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 4,195 522 69 4,787 ― 4,787

セグメント利益 165 26 23 215 △164 51

(注) １ セグメント利益の調整額は、各セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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